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会 議 名 グループホームやましろ 地域連携推進会議 

作 成 日 2006 年  3 月 11 日 作成者 管理者 

 

■ 概要 

日 時 2006 年 3 月 10 日（火曜日） 10 時 00 分 ～ 12 時 00 分 

場 所 グループホーム巨椋 1 階リビング 

出席者 

・地域関係者 A 氏 

・地域関係者 B 氏 

・地域連携者 C 氏 

・福祉に知見のある人 A 氏 

・保護者 A 氏 

・利用者 B 氏 

・グループホームやましろ 管理者  

・グループホームやましろ サービス管理責任者  

・グループホームやましろ 主任 

・グループホームやましろ 主任  

（合計 10 名） 

御欠席者）地域関係者 D 氏 

目 的 
地域と共同生活援助(グループホーム)事業所が連携することにより、利用者と地域との関

係づくりや、地域の方への事業所や利用者に関する理解の促進を目的とする。 

 

■ 議事 

議 題 

・本日出席者自己紹介 

（１）社会福祉法人山城福祉会について 

（２）グループホームやましろについて 

（３）苦情・ヒヤリハット・事故等について 

討議内容 

（１）社会福祉法人山城福祉会について 

・別紙山城福祉会 30 年のあゆみそして未来へを参照し法人紹介 

・B 利用者より通所先での作業内容などについて紹介 

（2）グループホームやましろについて 

3 拠点（グループホームまきしま、グループホーム巨椋・蓮、グループホーム巨椋・華） 

・定員及びご入居者の年齢構成など概要説明 

議 事 録 



・健康管理及び医療連携について 

50 歳を越える利用者が 1/3 になり身体機能の低下に伴う怪我などが顕著。定期受

診をもとより臨時通院の頻度も増加傾向。また、訪問看護、訪問リハ、薬剤管理指

導を利用。今年度新たに訪問歯科との連携を開始、健康面でのサポートを強化した。 

・食事について 

  配食サービスを活用し、各グループホームで調理提供。クリスマスや節分など行事

食に配慮し、通所施設の時短日にスイーツを提供。ご入居者の楽しみになっている。 

・余暇支援について 

  週末グループホームで過ごす入居者を対象に少人数で外食企画や買い物、芋ほりな

どの行事に参加。また、B 利用者からも週末にヘルパーと外出することや独り京都

イオンへ映画を見に行くなど暮らしの様子について教えて頂く。 

・職員研修について 

 スタッフ研修 毎月  

 権利擁護と虐待防止・身体拘束の適正化内容を盛り込んだ研修  年 1 回 

（3）苦情・ヒヤリハット・事故等について 

 今年度のヒヤリハット、事故等について報告 

出席者か

らの質問 

◆地域 B 委員/各グループホームには常駐している寮母さん？がおられる？支援体制

は？どのような運営されているか？ 

主任ｗ/職員シフト制で勤務している。各ホーム 2 名の担当を中心に利用者把握しながら

夜勤者や調理を主にする方などたくさんの方にシフトを組んで業務頂いている。 

◆福祉 A 委員/天ケ瀬もグループホームを経営している。世の中的に人材不足。どのよ

うにされているのか？ 

サビ管/色んなつてを駆使して・・・または派遣 ハローワークなどあらゆる手段を使っ

て 

ただ・・誰でもいいよと言うわけにはゆかない。双方ともにお試し期間もいるし定着し

てもらうのも大変。 

管理者/今年度、お金をかけて広報も力も入れてインスタでどんな仕事をしているか UP

してもらい雇用につながった人もいます。 

サビ管/若い人はショート動画を流してみてチェックしている。学生スタッフにも感想を

聞いてみた。１．２秒のインパクトが大切みたい。 

◆保護者 A 委員/親として クリスマス等 ご馳走の映像が紹介されていた。「こんなん

してくれはった！！」と子供から話を聞いている 職員さんの工夫を聞いて帰省できな

い利用者もいる親としても大変喜んでいる。 

管理者/年々、保護者も年をとり帰省できない状況になっている。一足飛びにはできない

ができることから努力して行きたい。今後、どのような形で暮らしの充実が図れるか求

められる。 

◆地域 C 委員/年々食材費も高騰していると思うが・・・どのような状況？ 

管理者/今年度お米を筆頭に食材、電気・ガスと軒並み値上がっている。状況を判断しな

がら利用者負担の見直しも検討していかないといけないが今年度は静観している。 

 

■ 次回の予定/年 1 回以上の開催及び見学が義務づけられており開催時期になりましたら連絡します 


